
明日香村小委員会報告（案）

今後の取り組みを進めるための推進体制
・国、県、明日香村が引き続き連携を図るとともに、古都飛鳥保存財団、明日香村地域振興公社、明日香観光協会等の各種団体、
民間事業者、大学との協働等、官民連携も推進すべき。また、歴史的風土は住民の生活の中で保存されてきたことを踏まえ、今
後も住民の理解・協力・参加の下で取組を進めるべき。その際、地域づくりを担う人材の発掘と育成が必要。

・明日香村整備基金を今後も活用するとともに、明日香村歴史的風土創造的活用事業交付金による支援を引き続き実施すべき。

・今後の施策を着実に推進するため、村の現状や各種施策の実施状況に関するマネジメントの仕組みの導入が必要。

歴史的風土の保存の経緯
○戦後の急激な都市発展に伴い、特色ある歴史的風土を保存す
る機運が高まり、古都保存法及び明日香法を制定。

○これに基づき、明日香村では歴史的風土の保存を図るため、
村全域で許可制による行為規制を行うとともに、住民生活の安
定と向上を図るため、明日香村整備基本方針・整備計画の作成、
整備基金の設置等を措置。さらにH12に交付金を創設。

○これらの取組により、歴史的風土が良好な状態で保存され、
生活を支える基幹的インフラの整備水準も向上。

（諮問） 「明日香村における歴史的風土の保存及び社会環境の整備等を今後一層進めるための方策は
いかにあるべきか」

（３）地域の祭礼行事や伝承芸能

・ 地域の祭礼行事等は担い手不足により存続の危機にあるものもあり。
観光客の認知度も低く、村の魅力として伝わっていない状況。
・ これを受け、村では、歴史文化基本構想を策定し、歴史文化の保存
の方向性を打ち出すとともに、「古代飛鳥文化祭」の開催、郷土学習
プログラムの導入等により、祭礼行事等の魅力を村内外に発信。

（１）歴史的資産の保存・活用

・ 明日香村の歴史や歴史的風土の全体像についてのテーマ・ストー
リー設定、個々の歴史的文化的遺産の解説が不十分。
・ 古代以外の多様な歴史的資産の価値付け・情報発信も不足し、
潜在的価値を活かしきれていない状況。
・ この状況に対して、村では「明日香まるごと博物館構想」に基づく村
づくりを推進するとともに、世界遺産登録を目指している。

（４）観光・交流

・ 個別の観光スポットの全国的な認知度が高くないこと、宿泊客の割
合が低いこと、外国人観光客の増加が鈍いことが課題。
・ 観光に係る総合的な計画がなく、ニーズ調査が不十分であるため、
多様な観光資源を国内外に効果的に発信できていないこと、宿泊施
設の不足により滞在型観光の需要を取り込めていないことが一因。
・ これを受けて、村は、民家ステイ等による宿泊施設確保や道の駅の
整備等による観光客の受入れ環境整備に取り組んでいる。

（２）営農環境及び自然的環境の保全

・ 農業従事者の高齢化・担い手不足を背景に、耕作面積の減少、耕
作放棄地の増加、古都法買入地の管理水準の低下等が進行し、
歴史的風土の構成要素である農村環境の悪化が懸念。
・ 農業の生産形態は少量多品目・露地栽培中心のため、大規模な
流通が困難であり、農産物加工品は安定供給が課題。
・ オーナー制度はインストラクターの高齢化、会員数が減少が課題。

（５）生活環境基盤の整備

・ 生活環境基盤の整備は進捗する一方、人口減少・少子高齢化の
進行が顕著であり、H29年度には過疎地域に指定。
・ 古都保存法に基づく規制により住居の取得・改修費用が割高なこと、
村内で雇用の場を十分の確保できていないことが一因。
・ これに対して、村では宅地整備や企業誘致により定住環境を整備。

今後の戦略的目標

（１）明日香の歴史を体感できる歴史展示の推進

・ 明日香村の歴史的風土は多様な歴史的資産が重層性をもって形
成されていることを改めて評価し、保存・活用施策を展開すべき。
・ ストーリー性があり、歴史的風土の価値をわかりやすく認識できる歴史
展示を推進するとともに、周辺地域との連携により世界遺産登録を
実現し、その価値を世界に訴求すべき。
・ 高松塚古墳壁画等のキラーコンテンツの育成や歴史的資産の磨き
上げが必要。

（２）営農環境の基盤整備及び自然的環境の保全

・ 歴史的風土の保存には、「現状凍結的な保存」に加え、農地の維
持・再生、樹林地の適切な管理等を通じた「動的な保存」が必要。
・ 樹林地の管理は、民間との連携や新たな維持管理技術の導入等
を検討すべき。
・ ６次産業化の推進、販路の拡大を通じた稼げる農業の推進、新規
就農者の獲得や農地の流動化の推進による担い手確保が必要。

（3）地域の祭礼行事や伝承芸能の継承・発展

・ 祭礼行事は、村民の誇りの醸成や観光振興に資するものであり、そ
の価値を再評価した上で、具体的な保存活用計画を作成し、行事
の活発化やそれを通じた担い手の確保・育成を推進すべき。
・ 祭礼行事を活用した体験型観光の充実等の新たな施策の検討、
近年新たに実施してきたイベントの継続・発展等にも取り組むべき。

（4）明日香らしさが体感できる観光振興

・ 明日香村の歴史的資産は、国内外に訴求力のある観光資源であり、
オーバーツーリズムに留意しつつ積極的に活用すべき。その際、 宿泊
型・滞在型観光、インバウンドに重点を置くことが必要。
・ 観光に係る総合的かつ戦略的な計画の検討、体制の強化を官民連
携で推進した上で、戦略的なプロモーションを行うべき。
・ 宿泊施設数の維持・拡大、体験型コンテンツの充実、受入環境の整
備を推進するとともに、広域連携による周遊型観光も推進すべき。

（５）村民が定住できる生活環境基盤の整備

・ 歴史的風土の保存は、村民の生活があってこそ成り立つものであり、
定住促進に資する生活環境基盤の整備は極めて重要。広域連携の
推進、今日的なニーズへの対応に留意しながら進めるべき。
・ 農業・観光の基幹産業化による雇用拡大・求職ニーズとのマッチングや、
既存ストックの活用による住まいの確保の負担軽減を推進すべき。

現状の課題と対応状況

○歴史的風土の再評価と海外展開を見据えた保存・活用
施策の展開

○生活・生業の中で継承されてきた農村環境の動的保存
と祭礼行事の活性化

○農業・観光業の振興による雇用拡大等を通じた村民の
定住環境整備

明日香村の歴史的風土
○明日香村には、我が国の律令国家体制が形成された時代の宮跡・寺院跡・古墳等の遺跡に加え、自然的環境や農村環境、歴史
的町並み、祭礼・行事等の多様な歴史的資産があり、その総体として歴史的風土が構成されている。

○この歴史的風土は、飛鳥時代のみならず、原始から現代に至るまで、時代的に重層的に育まれたものであり、住民の生活やな
りわいの中で現在にまで継承されてきており、このような環境が一度に揃う地域は非常に希有な存在で価値のあるもの。

資料３

分野別の取組の方向性


